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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つまたは複数の乾燥機（１０ａ，ｂ；１１ａ～ｄ；２１；３１）と、乾燥機用の空気
供給装置と、加熱された排気空気のための空気排出装置（１２；１３）と、暖かい乾燥機
排気空気を乾燥機吸気空気と混合するための混合装置（２９ａ，ｂ；３９ａ，ｂ）とを備
えている枚葉紙処理装置において、
　前記乾燥機排気空気と前記乾燥機吸気空気との混合程度を、前記排気空気の湿気含有量
と相関する測定量または調整値に基づいて制御または調整する制御または調整装置（２８
；３８）を有し、
　前記制御または調整装置（２８；３８）は、前記乾燥機排気空気の湿度（ｒＦ）を測定
するセンサと接続されており、前記乾燥機排気空気の混合程度を、前記制御または調整装
置（２８；３８）に記憶された、測定値、および／または、前記排気空気の水蒸気飽和率
もしくは水分吸収能力を表す特性曲線に基づいて決定することを特徴とする枚葉紙処理装
置。
【請求項２】
　前記制御または調整装置（２８；３８）は、さらに、
　前記一つまたは複数の乾燥機（１０ａ，ｂ；１１ａ～ｄ；２１；３１）の出力、
　前記一つまたは複数の乾燥機（１０ａ，ｂ；１１ａ～ｄ；２１；３１）から枚葉紙へ放
出される空気の温度、および、
　前記枚葉紙に吹き付けられる空気量、
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　を制御または調整することを特徴とする、請求項１記載の枚葉紙処理装置。
【請求項３】
　前記混合装置は、前記制御または調整装置（２８；３８）により操作され、電動駆動さ
れる一つまたは複数の混合フラップ（２９ａ，ｂ；３９ａ，ｂ）を有する、請求項１また
は２記載の枚葉紙処理装置。
【請求項４】
　前記制御または調整装置（２８；３８）は、前記乾燥機排気空気の温度（Ｔ）を測定す
るセンサと追加で接続されている、請求項３記載の枚葉紙処理装置。
【請求項５】
　前記乾燥機吸気空気の湿度（ｒＦ）および／または温度（Ｔ）を測定する付加的なセン
サ（２６ｂ、３６ｂ）が、前記制御または調整装置（２８；３８）と接続されている、請
求項１から３までのいずれか一項記載の枚葉紙処理装置。
【請求項６】
　前記混合フラップ（２９ａ，ｂ；３９ａ，ｂ）は段階的に調整可能であり、前記制御ま
たは調整装置（２８；３８）の出力信号が、記憶された閾値との比較によって直接または
間接的に発生される、請求項３または４記載の枚葉紙処理装置。
【請求項７】
　前記枚葉紙処理装置は、形式の種々異なる乾燥機（１０ａ，ｂ；１１ａ～ｄ；２１；３
１；１０１）を有し、
　少なくとも一つの乾燥機の排気空気が、同じ形式および／または異なる形式の一つまた
は複数の乾燥機の吸気空気、または同じ形式の乾燥機（２１；３１）の吸気空気に混合さ
れる、請求項１から６までのいずれか一項記載の枚葉紙処理装置。
【請求項８】
　前記枚葉紙処理装置は、前記乾燥機吸気空気に直接供給されない前記乾燥機排気空気の
排熱を利用する機構（８０）を有する、請求項１から７までのいずれか一項記載の枚葉紙
処理装置。
【請求項９】
　前記機構は、一つまたは複数の熱交換器（８０）またはヒートポンプである、請求項８
記載の枚葉紙処理装置。
【請求項１０】
　前記熱交換器（８０）またはヒートポンプが前記乾燥機吸気空気を、好ましくは、前記
乾燥機排気空気が前記乾燥機吸気空気に混合される前の個所で加熱する、請求項９記載の
枚葉紙処理装置。
【請求項１１】
　前記枚葉紙処理装置は、枚葉紙案内エレメント（４６）の排熱が前記乾燥機（３１）の
領域で供給される熱交換器（４０）を有する、請求項１から７までのいずれか一項記載の
枚葉紙処理装置。
【請求項１２】
　前記熱交換器（４０）を介して乾燥機吸気空気が加熱され、および／または前記枚葉紙
処理装置（１）の別のコンポーネントにプロセス熱が供給される、請求項１１記載の枚葉
紙処理装置。
【請求項１３】
　印刷された枚葉紙および／またはラッカー塗布された枚葉紙を、暖かい乾燥機排気空気
を乾燥機吸気空気と混合するための装置を備える枚葉紙処理装置で乾燥するための方法で
あって、前記枚葉紙処理装置は、制御または調整装置（２８；３８）を備えている、方法
において、
　前記制御または調整装置（２８；３８）は、前記乾燥機吸気空気と前記乾燥機排気空気
との混合程度を、乾燥機排気空気の湿気含有量と相関する測定量または調整値に基づいて
制御または調整し、
　ここで、前記制御または調整装置（２８；３８）は、前記乾燥機排気空気の混合程度を
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、前記制御または調整装置（２８；３８）に記憶された、測定値、および／または、前記
排気空気の水蒸気飽和率もしくは水分吸収能力を表す特性曲線に基づいて決定することを
特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記枚葉紙処理装置は、一つまたは複数の乾燥機（１０ａ，ｂ；１１ａ～ｄ；２１；３
１）をさらに備えており、
　前記制御または調整装置（２８；３８）は、さらに、
　前記一つまたは複数の乾燥機（１０ａ，ｂ；１１ａ～ｄ；２１；３１）の出力、
　前記一つまたは複数の乾燥機（１０ａ，ｂ；１１ａ～ｄ；２１；３１）から枚葉紙へ放
出される空気の温度、および、
　前記枚葉紙に吹き付けられる空気量、
　を制御または調整することを特徴とする、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記測定量は、乾燥機排気空気の相対湿度および温度値、ならびに乾燥機吸気空気の相
対湿度および温度値である、請求項１３または１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記調整値は、枚葉紙サイズ、ラッカー塗布、乾燥機放射器の赤外線出力、ヒーターバ
ッテリーの熱風、機械速度、印刷した枚葉紙のインキ被覆率、の一つまたは複数から計算
される、請求項１３から１５までのいずれか一項記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷された枚葉紙および／またはカッター塗布された枚葉紙を枚葉紙処理機
で乾燥するための方法、ならびに一つまたは複数の乾燥機と、乾燥機のための空気供給装
置と、加熱された排気空気のための空気排出装置と、排気空気の一部を乾燥機吸気空気に
混合するための混合装置とを備える枚葉紙処理機、とりわけ枚葉紙印刷機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の枚葉紙印刷機は、それ自体公知である。エネルギー費用の上昇と共に、印刷機
のエネルギー消費を最適化することがますます重要になってきており、とりわけ印刷機の
他のコンポーネントと比較してエネルギー消費の大きい乾燥機の領域で、乾燥機で加熱さ
れた排気空気またはその中に含まれる熱を再利用するための措置を見出すべきである。た
とえば特許文献１から、枚葉紙オフセット印刷機の一部からの暖かい排気空気を、印刷機
の他の部分からの空気と混合し、印刷機の乾燥機に供給することが公知である。別の提案
は、印刷機の排熱によって駆動される乾燥機空気を、熱交換器を介して加熱することを目
的とするものであり、熱交換器の下流に暖かい乾燥機排気空気が生じる。このような解決
手段は、特許文献２、特許文献３または特許文献４に記載されている。
【０００３】
　さらに特許文献５からも、可動のフラップを設け、このフラップによって乾燥機内の熱
空気の滞留時間を制御して、熱空気を最適の動作温度に迅速にもたらすことが公知である
。この制御は、乾燥機領域での温度測定によって行われる。
【０００４】
　公知の解決手段は、高い装置の付加コストと部分的に結び付いており、とくに前記の特
許文献４に記載されたものがそうである。それでもなお、乾燥機排気空気が最適に利用さ
れることが保障されない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＤＥ１０２００４０４８８５７
【特許文献２】ＥＰ２０４７９９１Ａ２
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【特許文献３】ＤＥ１０２００５０４２９５６Ａ１
【特許文献４】ＷＯ０１／６８２２３Ａ１
【特許文献５】ＥＰ１３１９５０６Ｂ１
【特許文献６】ＤＥ１０２００７０５６８９９Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって本発明の課題は、枚葉紙処理機のために、簡単かつ安価なやり方で、乾燥機
のエネルギー効率の向上に有意に寄与することのできる装置を設けることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題は、請求項１の特徴部分の記載にしたがい、乾燥機排気空気と乾燥機吸気空気
との混合程度を、排気空気の湿気含有量と相関された測定量または調整値に基づいて制御
または調整する制御または調整装置によって解決される。
【０００８】
　本発明は、乾燥機での空気供給を制御するためには、温度測定を行うだけでは十分でな
いという知識から出発する。還流される熱空気を、湿った枚葉紙を乾燥させるために再利
用することのできる程度は、むしろ排気空気がどの程度すでに水蒸気により飽和されてい
るかに依存する。したがって本発明は、循環空気の割合、すなわち乾燥機吸気空気に帰還
される排気空気の割合、または別の言い方をすれば、乾燥機排気空気の混合の程度を、排
気空気の絶対湿度に対応して制御または調整する。そのために一つまたは複数の、好まし
くは電動駆動される混合フラップが使用される。このような混合フラップは、電動制御と
いう形ではなく、現在すでに部分的に存在している。
【０００９】
　乾燥機排気空気の混合程度を制御する制御または調整装置は、乾燥機排気空気の温度を
測定するセンサと付加的に接続されている。なぜなら温度と相対湿度を同時に測定するこ
とにより、排気空気に含まれる水蒸気の量を決定することができるからである。混合比を
制御または調整する適当な特性曲線が、制御部に記憶される。
【００１０】
　さらに、乾燥機吸気空気の空気湿度および／または温度を測定する追加のセンサを設け
ることもできる。供給される部分的に湿った排気空気の量は、とくに吸気空気が濾過され
ずに印刷室または環境から取り出される場合、環境の空気湿度の高さにも依存するからで
ある。乾燥機排気空気の帰還される循環空気割合は、エネルギー効率が高く、それでもな
お、存在する水分吸収能力のために乾燥が格段に悪化しないように選択される。乾燥過程
の効率は、モリエル線図でいわゆる縁部尺度に基づいて求められる。
【００１１】
　混合フラップを混合装置内で無段階に調節する必要はない。混合フラップが離散的にス
テップで調節可能であれば十分であり、制御または調整装置の出力信号は、固定的に記憶
された閾値との比較により、階段形状の信号として、またはステップモータを制御するた
めにパルス状の経過として発生することができる。
【００１２】
　本発明に対応して装備された枚葉紙処理機、たとえば枚葉紙印刷機は、種々異なる形式
の乾燥機を有することができる。乾燥機の排気空気は、別の形式の乾燥機の吸気空気に混
合することができる。しかし同じようにして、前記の措置を、同じ形式の乾燥機または一
つの同じ乾燥機でとることもできる。
【００１３】
　エネルギー効率を基準にしたさらなる利点は、乾燥機排気空気の帰還されない排気空気
の排熱が、印刷機にある別の付加的な機構に供給され、この機構で排気空気が有意義に使
用することができる場合に得られる。これは一つまたは複数の熱交換器とすることができ
、この熱交換器を介して、乾燥機吸気空気に直接供給されない乾燥機排気空気の一部が案
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内される。このようにエネルギー効率をさらに改善するためには、通例、追加の措置が必
要であり、効率を高くしようとすると通常はコストが上昇する。さらなるステップで、熱
交換器が乾燥機吸気空気を、好ましくは乾燥機排気空気が乾燥機吸気空気に混合される前
の個所で加熱する。この熱交換器は、帰還されない排気空気によって駆動することができ
る。または乾燥機の領域の枚葉紙案内要素または印刷ドラムが発生した排熱によっても駆
動することができる。帰還されない乾燥機排気空気により、枚葉紙処理機の他の領域にも
プロセス熱を供給することができる。これはたとえば温度調整可能な対向圧ドラムであり
、それぞれの乾燥機領域に入る前に印刷枚葉紙を予加熱するために用いられる。このこと
はたとえば特許文献６に記載されており、この文献をここでは全体として参照する。
【００１４】
　乾燥機排気空気の直接帰還されない部分と乾燥機吸気空気とがそれぞれ二つの熱交換器
を介して供給されると、乾燥機排気空気がとりわけ効率的に利用される。ここでは通流方
向で第１の熱交換器は単純な空気・空気熱交換器とすることができる。一方、通流方向で
それぞれ後続の熱交換器はコンプレッサと接続されており、コンプレッサは通流方向で後
続の二つの熱交換器を、乾燥機排気空気と乾燥機吸気空気の領域で互いに接続する。この
ようにして、外部に吐き出される排気空気を、環境空気の領域までに冷却することができ
、一方、エネルギーコンテンツはヒートポンプの原理にしたがい、コンプレッサを介して
所定の温度レベルまで上昇される。この温度レベルからは、乾燥機に必要な温度に空気を
もたらすのに、ヒーターバッテリーによって非常にわずかな電気エネルギーしか必要ない
。これにより、コンプレッサはヒーターバッテリーの役目も、非常に高い作用効率で引き
受ける。同時に湿って暖かい乾燥機排気空気の冷却により、露点を下回る。したがってこ
こには脱水装置および／または乾燥機排気空気から溶剤を除去する装置を簡単に配置する
ことができる。このようにして脱水および／または溶剤除去された排気空気は、当然のこ
ととして吸気空気の第２の循環路を介して供給することができ、排出物のない閉じたシス
テムが得られる。
【００１５】
　本発明のさらなる利点は、添付図面の図１から４に基づく実施例の以下の説明から得ら
れる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】オフセット印刷機の概略図である。
【図２】本発明の実施例の概略図である。
【図３】本発明の実施例の概略図である。
【図４】本発明を説明するための線図である。
【図５】本発明を説明するための線図である。
【図６】本発明の実施例の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１は、オフセット印刷機１を示し、順番に、未印刷の紙積層体３が存在する紙送り装
置２と、４つの基本色および場合により二つのさらなる特別色用の６つの印刷機構８ａ～
８ｆと、第１のラッカー機構９ａと、これに続く二つの乾燥機ユニット１０ａ、１０ｂと
、別のラッカー機構９ｂと、枚葉紙搬出積層体６を備える搬出装置５とを有する。搬出装
置５のチェーン案内部の領域には、４つの別の乾燥機ユニット１１ａ～１１ｄが、枚葉紙
搬送方向に順次配置されている。
【００１８】
　この種の印刷機は、たとえばHeidelberger Druckmaschinen AGからSpeedmaster XL105-
6-LYYLX3の名称で提供されている。
【００１９】
　乾燥機ユニット１０ａと１０ｂには、吸気空気が吹き込まれ、この吸気空気は続いてヒ
ーターバッテリーによって加熱される。乾燥装置１０ａと１０ｂの上方には、送風機を備
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える排気チャネル１２が示されている。送風機は、湿った暖かい排気空気を乾燥機ユニッ
トから吸引し、詳細に図示しない管路システムを介して印刷室から外部へ案内する。
【００２０】
　印刷機の搬出装置５の乾燥機１１ａ～１１ｄは、カセット状のモジュールの形式に実施
されている。この乾燥機モジュールは、熱風乾燥機、赤外線乾燥機、ＵＶ乾燥機またはい
わゆるコンビネーション型乾燥機とすることができ、コンビネーション型乾燥機は熱風と
光線エネルギーの両方によって乾燥すべき枚葉紙に作用する。乾燥機モジュール１１ａ～
ｄの排気空気も同様に、図示のように排気チャネル１３を介して外部に導かれる。
【００２１】
　第１の実施例では、本発明が単純化された電気機械的ブロック回路図に基づいて詳細に
説明される。図２には、２１により搬出装置５内にある乾燥機モジュールの一つが示され
ている。乾燥機モジュールには、送風機２４ａとヒーターバッテリー３２を介して熱風が
供給される。ここで送風機２４ａの回転数は、圧力センサ４５ａが送出する乾燥機２１内
の圧力ｐに対応して制御部２８によって調整可能である。吸気チャネル内には送風機２４
ａの上流に第１の絞りフラップ２９ａが配置されている。すなわち流体技術的に、第２の
絞りフラップ２９ｂを介して乾燥機２１の加熱された排気空気の一部が吸気空気に供給さ
れるポイントＭの上流に配置されている。排気チャネル２２には送風機２４ｂが配置され
ており、その駆動部２５ｂも同様に制御部２８により、第２の圧力センサ４５ｂが通知す
る排気チャネルの圧力ｐに対応して回転数が調整される。さらに排気チャネルには、送風
機２４ｂの下流にセンサユニット２６ａが取り付けられており、このセンサユニットは、
湿度センサｒＦと温度センサＴを含む。二つのセンサの出力信号は制御部２８に供給され
る。同様に制御部２８には、吸気チャネル内で絞りフラップ２９ａの上流にある別の湿度
および温度センサ２６ｂが接続されている。最後に制御部２８には、ＩＲサーモセンサ２
７ｂの出力信号も供給される。このＩＲサーモセンサ２７ｂは乾燥機から搬出される枚葉
紙Ｂの温度を測定する。制御部２８は、この信号を考慮して、ヒーターバッテリー２３ｂ
の電気的加熱能力を調整し、枚葉紙Ｂがオーバーヒートされないにする。
【００２２】
　さらに制御部２８は、コンビネーションセンサ２６ａの湿度センサｒＦと温度センサＴ
の信号から、排気空気がまだどれだけ湿気を吸収できるかを決定する。もっとも簡単な場
合、測定された湿度値と記憶された値を比較することにより、それぞれ特定の温度値が得
られる。比較結果から、制御部によってフラップ２９ａと２９ｂが調整され、これにより
ポイントＭで混合されて送風機２４ａに供給される吸気空気と排気空気との混合比が変化
する。加えて図２に示すように、第２のコンビネーションセンサ２６ｂの信号を評価する
と、すなわちフラップＫ１の上流の吸気空気の相対湿度ｒＦと温度Ｔを求めると、さらに
改善された調整ストラテジーが得られる。この場合、制御部は二つのコンビネーションセ
ンサ２６ａと２６ｂの測定値を相互に比較し、絞りフラップ２９ａと２９ｂの位置を、以
下に説明する調整ストラテジーにしたがって調整する。
【００２３】
　コンビネーション型赤外線／熱風乾燥機は、以下の最適化すべき４つの調整パラメータ
を有する。
１．赤外線放射器の出力
２．熱風の温度
３．枚葉紙に吹き付けられる空気量（吹き付け空気量）
４．乾燥機に再び帰還される排気空気（循環空気）の割合
【００２４】
　通例、赤外線放射器の出力および／または熱風温度は、前もって調整された枚葉紙温度
または積層体温度に達するよう制御される。さらに吹き付け空気量はできるだけ大きく調
整されるが、少なくとも枚葉紙の走行が空気流によって負の影響を受けない程度に調整さ
れる。循環空気の割合は本発明によれば、あらかじめ調整された値または標準値から出発
して、蒸発する溶剤（水）１ｋｇ当たりに使用される比エネルギーが所定の値を上回らな
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いように変化される。この値は乾燥機プロセスの効率を記述する。ジョブデータから出発
して、この値は、計算に入り込む物理的パラメータについて仮定することにより計算的に
求めることができる。これについて引き続き説明する。１ｋｇの水を蒸発させるためには
、理想的には約２５００ｋＪが必要である。枚葉紙オフセット印刷機の実際の技術的印刷
プロセスでは、この値はしばしば５～１０倍に高くなる。これはエネルギー損失とも関連
しているが、とりわけ乾燥のために使用される空気質量がわずかな水蒸気しか吸収できな
いためである。なぜなら、暖かい排気空気は印刷枚葉紙に一度当たった後はプロセスから
取り除かれ、新たに加熱された空気と置換されるからである。しかし吹き付け空気速度と
吹き付け空気フィールドの面積から得られる吹き付け空気量の多いことが、枚葉紙が乾燥
機内に存在する比較的短時間で分散ラッカーを良好に乾燥させるためには絶対的に必要で
ある。しかし吹き付けられる空気のわずかな部分しか枚葉紙の表面に達せず、この部分だ
けが溶媒（水蒸気）により飽和される。すなわち、枚葉紙案内板またはドラムもしくは別
の機械部分に当たる空気流の部分は湿気をまったく吸収しない。多くの場合、これは、連
続する枚葉紙の紙サイズに依存して、使用される熱風量の半分以上である。
【００２５】
　吸気空気と排気空気の湿度状態量を介して投入エネルギーの効率を計算することができ
る。このことは幾何学的または図面的に、たとえば図４に示されたモリエル線図で、そこ
にＲによって示されたいわゆる「縁部尺度」を介して実行される。モリエル線図の縁部尺
度には、気化エンタルピーがたとえばｋＪ／ｋｇ Ｈ２Ｏでプロットされている。乾燥プ
ロセスに使用される値は、吸気空気の温度Ｔ１および吸気空気の相対湿度Ｘ１の値ペアか
ら形成されるポイントを、排気空気の温度Ｔ２および排気空気の相対湿度Ｘ２の値ペアか
ら形成されるポイントと直線で結び、線図でこの直線に、温度（０℃）と絶対湿度のゼロ
点と交差する平行線を割り当てることにより得られる。この直線が縁部尺度に達する値が
、乾燥プロセスで使用されるエネルギーに対する尺度であり、特定の量の水を被印刷材料
から蒸発させるのにどれだけのエネルギーが使用されたかを表す。同じ温度または低い温
度でより多くの水蒸気が排気空気に含まれているとき、すなわち測定値を結ぶ直線の勾配
が小さいときにプロセスはより効率的である。従来の乾燥機では、測定値から１０，００
０ｋＪ／ｋｇ以上の気化エンタルピーが生じている。すなわち２，５００ｋＪ／ｋｇであ
る水の理論的気化エンタルピーの４倍以上である。ここからどの程度、この個所での最適
化が可能であるか判断できる。
【００２６】
　気化エンタルピーを決定するためには、もちろん前記のモリエル線図での図面的やり方
の代わりに気化エンタルピーを、それぞれの公式を介して計算で求めることができ、制御
部２８にプログラミングすることができる。
【００２７】
　しかし排気空気をより多く吸気空気に混合することによっては、水の２，５００ｋＪ／
ｋｇの理論値に達することはできない。湿った排気空気がより多く吸気空気に混合されれ
ば、乾燥すべき枚葉紙の乾燥度も小さくなるからである。この関係が図５に示されている
。線図の左の座標には乾燥度が、右には乾燥機の全体効率がプロットされており、両者は
循環空気のパーセント割合に依存する。下方の曲線は乾燥度を表す。この曲線は、循環空
気が０％のとき、すなわち循環空気フラップが閉じられているときの最適値から、１００
％のとき、すなわち循環空気フラップが完全に開いているときの値まで単調に次第に強く
降下する。これに対して全体効率に対してプロットされている曲線は、前記の例で循環空
気フラップが約８０％開いているときに最大値を有し、その後同様に０まで急速に降下す
る（後者は、循環空気フラップが完全に開いている場合に対応する。すなわち乾燥機から
空気が取り出されず、新鮮空気も供給されない場合であり、エネルギー消費はないが、枚
葉紙も乾燥しない）。
【００２８】
　両方の曲線の経過は、非常に多くのパラメータに依存する。そこに示された支持点は、
一方では乾燥機の排気空気または吸気空気ならびに乾燥した枚葉紙での湿度測定および温
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度測定からのものであるが、他方では印刷ジョブのパラメータに基づいて求めることもで
きる。これらの特性曲線は、枚葉紙サイズ、枚葉紙上のラッカー塗布、コンビネーション
型ＩＲ／熱風乾燥機の赤外線放射器の赤外線出力、印刷機速度、印刷された枚葉紙のイン
キ被覆率等に依存するが、これらは重要なパラメータのいくつかを例示したものである。
したがって基本的には、前記の湿度測定の代わりに、作用効率と乾燥度に関する特性曲線
をこれらのパラメータから決定することもできる。この場合、操作者は、循環空気割合が
６０％のときの矢印により示されているように、乾燥度をわずかに犠牲にしなければなら
ないが、乾燥機の効率を約５０％高めることとなり、これにより必要な電力が対応して低
下する。
【００２９】
　しかし制御部２８はまた種々異なる動作形式に対して構成することもできる。たとえば
少量のラッカーまたは急速に架橋するラッカーが塗布されるようなシビアでない印刷ジョ
ブに対しては、循環空気割合を非常に高くすることができる（エネルギー節約モード）。
これに対しクリティカルな印刷ジョブでは、操作者は循環空気割合を低く調整する。すな
わち操作者は、エネルギー節約モードを選択しないか、または一段階以上これを戻す。さ
らに制御部には、吹き付け空気温度が比較的高く調整された際（たとえばＴ＞７０℃の場
合）でも、たとえばＴ＞６０℃の極めて普通の空気温度のときよりも大きな循環空気の空
気量割合で運転することができるようファイルすることができる。この関係も、図４に示
されたモリエル線図から導かれる。
【００３０】
　したがって一般的に制御部は、乾燥機のエネルギー効率ができるだけ高くなるように、
しかし乾燥が格段に悪化しないようにする。このことは、フラップ２９ａと２９ｂを介し
て形成される新鮮空気と排気空気との混合気が、水分に対して十分に高い吸収能力を有す
るようにすることによって行われる。
【００３１】
　図３の実施例は、図２の実施例とは、吸気空気チャネル内に付加的な空気／水熱交換器
４０が設けられている点で実質的に異なる。この空気／水熱交換器４０を通るように、吸
気空気が別の送風機３４ｃによって搬送される。それ以外は図２と比較して、同じ部材に
は１０だけ大きな参照番号を付してあり、再度説明しない。乾燥機モジュール３１はこの
場合、いわゆるコンビネーション型乾燥機であり、熱風が送風機３４とヒーターバッテリ
ー３３を介して供給される。しかしこの乾燥機はその他に、４つの赤外線放射器３１ａ～
ｄを有し、通過する枚葉紙Ｂがこれらにより照射される。４６により冷却された枚葉紙案
内板が示されている。この枚葉紙案内板の上を枚葉紙Ｂが、搬送チェーンを介して駆動さ
れる詳細に図示しないグラブバーにより、エアクッションを通って無接触で案内される。
案内板４６は、乾燥機内で熱風によってもＩＲ放射器３１ａ～ｄによっても加熱されるが
、水によって冷却される。案内板は、ポンプ４１から混合弁４２を介して熱交換器４０と
接続されている。さらに付加的な温度センサ４４が吸気空気中に熱交換器４０の下流で配
置されており、温度センサの信号も制御部３８に供給される。
【００３２】
　熱交換器４０を通過した後の吸気空気の絶対空気湿度に変化はないから、吸気空気用の
コンビネーション型センサ２６ｂの湿度値は、熱交換器の下流のこの個所の吸気空気に対
しても相変わらず有効である。これに対して、絞りフラップ３９の上流の吸気空気を比較
的高いレベルに上昇させる熱交換器４０を通過した後の温度は変化する。対応してヒータ
ーバッテリー３３用の電気エネルギーを低減することができる。なぜなら吸気空気が、図
２の実施例の場合よりもすでに格段に高い温度でヒーターバッテリー３３に流入するから
である。
【００３３】
　前記の措置により、完全動作時、すなわち７５×１０５サイズの枚葉紙を毎時１６，０
００枚処理する印刷機速度で典型的には１００ｋＷである乾燥機のエネルギー消費が約２
０～３０ｋＷ低減される。同じように約１０～１５ｋＷが排気空気の帰還制御と、熱交換
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器４０によるものである。乾燥３１の領域にある枚葉紙案内板４６は、黒塗りされている
。このようにして、案内板表面の吸収特性を改善し、付加的な吸気空気加熱の効率を高め
るためである。
【００３４】
　乾燥機電力を約１０ｋＷさらに低減することができる。これは、排気空気からの処理熱
を温度調整可能な対向ドラムに伝達することにより、または帰還されない排気空気の熱の
一部を空気／空気熱交換器を介して新鮮空気に伝達することにより、乾燥すべき枚葉紙を
予熱することによって行われる。これが図６に概略的に示されている。図６の実施例は、
多くの機能が図２に対応する。同じ部材には、図２よりも５０だけ多い参照番号が付して
あり、したがってここで再度説明しない。
【００３５】
　しかし図２との相違は、排気空気チャネル内の送風機７４ｂと測定個所７６ａとの間に
空気／空気熱交換器８０が挿入されていることである。このような熱交換器はたとえば、
Klingenburg社、Gladbeck、ドイツから型番ＰＷＴ１０で提供されている。熱交換器は好
ましくは、印刷機の側壁の間に収納され、乾燥機１１ａ～ｄ（図１）と同じようにモジュ
ール形式に構成することができる。モジュールはたとえば清掃目的で、印刷機の側壁にあ
る対応する開口部から取り出すことができる。
【００３６】
　絞りフラップ７９に供給される新鮮空気は、測定個所７６ｂを通過した後、同様に熱交
換器８０に供給され、排気空気に含まれる熱の大部分をそこで吸収する。対応して上の実
施例のように、ヒーターバッテリー７３で提供しなければならない加熱能力が減少する。
【符号の説明】
【００３７】
　１　印刷機
　２　紙送り装置／送風機
　３　紙積層体
　５　搬出装置
　６　枚葉紙搬出積層体
　８ａ～ｆ　印刷機構
　９ａ，ｂ　ラッカーユニット
　１０ａ，ｂ　乾燥機ユニット
　１１ａ～ｄ　乾燥機ユニット
　１２　排気空気チャネル
　１３　排気空気チャネル
　２１，７１　乾燥機モジュール
　２２，７２　排気空気チャネル
　２３，７３　ヒーターバッテリー
　２４ａ，ｂ；７４ａ，ｂ　送風機
　２５ａ，ｂ；７５ａ，ｂ　駆動部、送風機
　２６ａ，ｂ；７６ａ，ｂ　センサユニット
　２７，７７　赤外線センサ
　２８，７８　調整装置／制御部
　２９ａ，ｂ；７９ａ，ｂ　絞りフラップ
　３１　乾燥機モジュール
　３１ａ～ｄ　赤外線放射器
　３２　排気空気チャネル
　３３　ヒーターバッテリー
　３４ａ，ｂ，ｃ　送風機
　３５ａ，ｂ，ｃ　駆動部
　３６ａ，ｂ　センサユニット
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　３７　赤外線センサ
　３８　調整装置
　３９ａ，ｂ　絞りフラップ
　４０　空気／水熱交換器
　４１　ポンプ
　４２　混合弁
　４４　温度センサ
　４５ａ，ｂ；９５ａ，ｂ　圧力測定個所
　４６　冷却された枚葉紙案内板
　５５ａ，ｂ，ｃ　圧力測定個所
　８０　空気／空気熱交換器
　Ｂ　通過する枚葉紙
　ｒＦ　相対湿度
　Ｔ　温度
　Ｍ　混合点
　ｐ　圧力
　Ｒ　縁部尺度

【図１】 【図２】
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【図６】
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